
　
新
庄
村
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
新
庄
田
植
唄
」
が
、
今
月
２

日
に
同
村
野
土
路
で
行
わ
れ
た
田
植
え
で
披
露
さ
れ
た
。
農
業

の
機
械
化
で
手
植
え
が
消
え
る
に
従
っ
て
次
第
に
聞
か
れ
な
く

な
っ
て
い
た
。
実
際
の
田
植
え
の
場
で
歌
わ
れ
る
の
は
半
世
紀

ぶ
り
。
村
内
の
民
謡
グ
ル
ー
プ
が
、
緩
や
か
な
テ
ン
ポ
の
民
謡

を
伸
び
や
か
な
歌
声
で
山
里
に
響
か
せ
た
。
　
（
根
本
博
行
）

苗を手植えする前で、「新庄田植唄」を披露する

北部明泉会新庄支部員（２日、新庄村野土路で）

い
り
ノ

紀…
世
牢
ず

ア
ム
ダ
依
頼
で
あ
ぜ
に
立
ち

民
謡
・
北
部
明
泉
会
村
長
感
慨
「
村
の
宝
後
世
に
」

　
村
教
委
な
ど
に
よ
る
と
、
新
庄

田
植
唄
は
江
Ｐ
時
代
、
き
つ
く
て

つ
ら
い
田
植
え
作
業
を
少
し
で
も

和
ら
げ
た
い
と
い
う
農
民
の
思
い

か
ら
作
ら
れ
た
ど
み
ら
れ
、
作
業

の
た
び
に
歌
い
継
が
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
田
植
え
機
が
普
及
し
た

１
９
６
５
年
頃
か
ら
聞
か
れ
な
く

な
っ
た
と
い
う
。

　
県
内
最
大
の
民
謡
グ
ル
ー
プ

　
「
北
部
明
泉
会
」
　
（
本
部
・
美
咲

町
）
の
会
主
・
中
西
勝
信
さ
ん

（
6
9
）
が
約
3
0
年
前
、
同
村
の
民
家

で
古
老
が
歌
う
の
を
聞
き
、
採
譜
。

三
味
線
と
太
鼓
、
尺
八
で
伴
奏
を

付
け
、
復
活
さ
せ
た
。

　
歌
詞
は
、
「
大
山
が
１
や
Ｉ
ハ

イ
サ
ー
　
横
手
の
空
に
」
と
村
を

包
む
風
景
か
ら
入
り
、
「
前
田
を

植
え
る
に
ゃ
　
に
ぎ
や
か
に
　
笛

や
太
鼓
で
手
拍
子
で
」
と
田
植
え

を
盛
り
上
げ
る
。
「
下
げ
」
と
呼

ば
れ
る
太
鼓
の
た
た
き
手
と
、
苗

を
植
え
る
早
乙
女
が
掛
け
合
い
で

歌
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
中
西
さ
ん
に
よ
る
と
、
復
活
さ

せ
た
後
は
「
下
津
井
節
」
　
（
倉
敷

市
）
と
並
ん
で
県
を
代
表
す
る
民

謡
に
な
っ
た
が
、
全
国
を
巡
回
す

る
国
民
文
化
祭
や
村
内
、
岡
山
後

楽
園
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
披
露

さ
れ
る
ほ
か
は
、
実
際
の
田
植
え

で
歌
う
機
会
は
な
か
っ
た
。

　
開
村
野
土
路
で
米
な
ど
を
有
機

無
農
薬
栽
培
し
て
い
る
国
際
医
療

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」

が
、
昔
な
が
ら
の
田
植
え
風
景
を

子
ど
も
や
村
民
ら
に
見
て
ほ
し
い

ど
考
え
て
開
会
新
庄
支
部
に
協
力

を
依
頼
し
、
開
支
部
が
快
諾
。
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２
日
は
、
そ
ろ
い
の
赤
い
法
被

を
ま
と
い
、
あ
ぜ
道
に
立
っ
た

同
支
部
の
７
人
に
よ
る
歌
声
に

合
わ
せ
、
村
民
や
ア
ム
ダ
ス
タ

ッ
フ
が
水
田
１
呵
に
も
ち
米
・

ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
苗
を
手
で
植
え

て
い
っ
た
。

　
同
支
部
の
吉
村
水
豊
里
さ
ん

（
7
5
）
は
「
亡
く
な
っ
た
祖
父
母
や
、

歌
で
元
気
を
付
け
て
田
植
え
を
し

て
い
た
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
歌

っ
た
」
と
感
慨
深
げ
。

　
披
露
の
様
子
を
見
守
っ
た
笹
野

寛
村
長
（
6
2
）
は
「
小
学
生
の
頃
、

男
性
が
太
鼓
を
持
っ
て
歌
い
、

女
性
が
苗
を
植
え
て
い
る
姿
を

見
た
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
た
。

村
の
宝
の
唄
で
も
あ
り
、
後
世

に
残
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。
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